

















































































































































































































































































































































































































　　　　　帖　 　 　 　 　　　帥筆紬
　　　　　　　　　　　　　　　＾■
　　　　　　　　　　　　帖掠．咀　　　　　　　　　　　　　　“
㌔
／．畿’’熟
講、．．箏　篶
　　　　殺
　　　蔓　　　．綴　　醸’
　　　　　　鰍
’餓
出所）Fara．Ame1io，Por亡o企∬afo，ルc倣e伽rヨe　urba皿お㎡ca1548－1877Torinq1997，丘g－33．
ポルトフェッライオの建都
Page:6無断転載禁止。　
交するようにいろいろな方向にのびている。つ
まり湾内の中心から放射状に道路がのびている
のである。理想都市の道路網は碁盤目状か放射
状かの二者択」が一般的であるが，ここでは碁
盤目状を基本にしながらも傾斜地などの地理的
条件に従って放射状も取り入れた折衷型が採用
されているのである。この道路網は現在の市街
図上でも確認することができる。
　カメリー二の都市計画は，16世紀にヨーロッ
パで建造されたすべての新都市と同様に，軍事
的性格を帯びている。そこには，周壁の一方の
前線から他方の前線への軍隊の迅速な移動を可
能にする直線的な幅広の道路網が整備され，中
世都市に見られるような曲がりくねった隆路や
迷路のような袋小路はない。道路は単純明快，
そして軍事的である。それが時代の要請であり，
ヨーロッパ中に散らばったイタリア人技師が古
い中世都市を「当世風に」（aua　moderna）に改
造する際の要諦のひとつでもあった。
　カメリー二がポルトフェッライオで「大地の
門」（porta　di　Terra）の位置を半稜螢の背後に
選んだことは，サンガッロ流の都市計画の伝統
を受け継いだ結果である。市門を確実に守るに
は市門は稜墾の近くに配置するのがよい，とい
うのがアントニオ・イル・ジョーヴァネ・ダ・
サン・ガッロ（1483－1546）の考えであり，逆
に，市門は稜螢の陥落に巻き込まれないように
稜優から離して配置するのがよい，というのが
フランチェスコ・マリアー世・デッラ・ローヴ
ェレの考えであった。ひとつの市門を守るひと
つの稜盤という発想は，バルダッサーレ・ペル
ッツィ（1481－1536）が建設したシエナの稜褒
の場合にも見ることができる11）。
　さて，そのシエナは皇帝カール五世とコジモ
ー世の同盟軍に包囲（1553－55年）されて陥落
する。そして皇帝の息子のスペイン王フェリペ
ニ世によって1557年にコジモに封与される。こ
うしてトスカーナ全域がコジモのものになった
が，ただしその際にポルトフェッライオを除く
エルバ島など，いくつかの地域が「プレジディ
国家」ξしてスペイン領に留まった12〕。
　ポルトフェッライオー都市だけでも既成事実
として確保したいコジモは，1556年に新都市の
住民に各種の特権を与えている。10年問のエル
バ島全島の白由通行権，物品税と輸出入関税の
免税特権など。また移住して自分の家を建てる
者には，「無償にて公爵の純粋なる贈与により」
建設用地を与え，土地と家屋の所有者として認
める，と。しかし新都市への移住が速やかに進
んだとはいいがたい。1562年10月6日，カメリ
ー二がコジモに報告しているところでは，ある
者は白腹を切って家と工房を建てることを望
み，他の者は住み始める日から「一定期問毎年
家賃の一部を支払うこと」を望んでいる，が移
住は遅々として進まない13）。
　1565年は，カメリー二はもっぱらテッラ・デ
ル・ソーレの仕事に従事している。都市計画の
専門家としての資質が高く評価されて，トスカ
ーナにおける新しい理想都市建設が任されたの
である。
　1566年，ポルトフェッライオには約90軒の住
居が建ち並び，そこに463人（うち142人は未成
年者）の住人を数えた14）。カメリー二も「6つ
の小部屋と葡萄酒貯蔵庫」のある家屋を所有し，
兄弟のジュリアーノが住んだ。しかしいずれに
せよ，家を建てる者には優遇措置がとられたに
も関わらず，テッラ・デル・ソーレなどの新都
市と同様に，やはり移住は速やかには進まなか
った。
　3．周壁の要塞化
　16世紀の都市はまったく新しい外観をもつこ
とになる。それはグィッチャルディー二が「人
間の道具というより悪魔の道具」15）と呼んだ大
砲の出現に起因する。もはや中世の高い塔も跳
ね出し狭間も必要ではなく，堅固な砲台や銑眼
が必要になる。「ルネサンス期に発達したすべ
ての建築形態のうちで，いちばん重要なものは
稜僅である」16〕とJ．R．ヘイルが述べるように，
砲撃を防御すると同時に砲撃の基点ともなる，
鋭角的に突き出た稜埜が都市の外観を一変させ
るのである。
ポルトフェッライオの建都
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図2 フェルディナンド・タッカ（？）「ボルトフェッライオの要塞の平面図」
（17世紀中葉）
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訳注）A＝ファルコーネ要塞。B＝ステッラ要塞。C＝パリアーイの稜僅。D＝マッジョーレの稜握。E＝カンノニエー
　　ラの稜握。F＝リングェッラの塔。G＝海の門。H＝大地の門の上の稜爆。I＝コルナッキーノの稜壁。K＝大地
　　の門。L：コルナッキアの稜怪。M＝ヴェネツィアーノの稜優。N＝大地の砦。O＝外壁のあるやっとこ型砦。
　　P＝ムリー二の稜優。Q＝ポンティチェッロの門。R＝ギアイエに注ぐ堀。S＝ギアイエの小砦。
　1549年6月19日，カメリー二は包括的な都市
計画案をコジモに送った際に，3つの稜壁で構
成される周壁の要塞化の進捗状況を報告してい
る。「新しい周壁は可能なかぎり進捗していま
す。第一の稜握は，対発破孔（Contramina）の
部分を除いて，側面が8ブラッチョ，高さが7
ブラッチョあり，全面に2つの正面を備えてい
ま九第二の稜埜については，稜鑑の上部が約
7ブラッチョと小さくなっていますが，……こ
の第二の稜壁に着手することをお望みなのか，
第三の稜埜なのか，あるいは順次中庭を造り続
けることなのか，公爵殿のご所望がわかります
れば，幸いに存じます。」17〕君主と建築家は稜褒
への強い関心を共有しているのである。
　1550年には，カメリー二は港の停泊地を鉄と
木の鎖で閉鎖する仕事を指揮し，1551年4月か
ら12月にかけては，周壁の要塞化の仕事に全精
力を集中する。すなわち大地の門から時計回り
に見ていくと，門の半稜塗（コルナッキーノの
稜盤），大地の正面の半ばの稜壁（コルナッキ
アの稜壁），ファルコーネ要塞の下の稜褒（ヴ
ェネツィアーノの稜握），ファルコーネ要塞，
ファルコーネ要塞とステッラ要塞の間の半稜握
（ムリー二の稜壁），ステッラ要塞，サッシの下
の半稜優（パリアーイの稜盤），海の正面の半
ばの稜僅（マッジョーレの稜爆），リングェッ
ポルトフェッライオの建都
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図3　ジョヴァンニ・カメリー二（？）「ポルトフェッライオの鳥政図」（1553年頃）
出所）∫b旭丘g．134．
ラのそばの海の半稜優（サン・コジモの稜墾あ
るいはカンノニエーラの稜盤）である（図2参
照）。
　1551年6月には周壁の仕事の進捗状況を知ら
せる。同年6月には，大地の正面の前に「コン
トラフォッシ」（Contr㎡oSSi）と呼ばれる盛り土
の斜堤の計画を練っている。これはとりわけピ
オンビーノにおけるレオナルドの発想から影響
を受けたものである。9月にはファルコーネ要
塞で宿泊所が建設中であり，「砲台はすべて終
了して，ステッラ要塞のほうを向いた胸壁が造
られている」ところであり，ステッラ要塞では，
港のほうを向いた銑眼が建設中である。
　1552年4月9日，「海の半ばの稜埋〔マッジ
ョーレの稜褒〕の建設がすでに完成半ば」まで
進み，「砲台と側面の奇抜な家」は外壁が完了
ししだい着手すること，大地の門には「石造り
のアーチが架けられた」こと，「〔港を閉鎖する〕
鎖は今月いっぱいは，そのままにしておく」こ
となどがコジモに報告される。同時に，ファル
コーネ要塞とステッラ要塞のあいだに風車を設
置するための凸角，つまりのちにムリー二（風
車）の稜握と呼ばれる部分の設計図も送られる。
すでに1548年にコジモはバスティアーノ・カン
パーナに風車のための挽き臼を一基発送させ，
風車が敵の砲撃から守られる位置に設置される
ことを望んでいたのだった。
　1552年のあいだは，周壁の要塞化の仕事のな
かでも土塁（terrapienamento）の仕事が進め
られ，サッシの下の稜握（パリアーイの稜塁）
は8月u日に完成し，12月には港の鎖が断ち切
られる18〕。1553年の2月と5月には，カメリー
二はブロリオの実地調査のために一時ポルトフ
ェッライオを離れることもあったが，しかし，
ポルトフェッライオの建都
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その年の問中はポルトフェッライオの大地の正
面に，ふたつの稜褒の前に「コントラフォッシ」
（COntr㎡oSSi）を建設する作業を指揮する。その
「コントラフォッシ」は，1553年頃にカメリー二
自身か彼の協力者がカメリー二の意図を反映し
て描いた烏厳図（図3）にはっきりと描かれて
いる。10月には，港を壁で囲むための測量をし，
12月7日には，港を取り囲む壁は「420ブラッ
チョ」が仕上がったが，扶け壁（Contra丘orti）
がまだ残っている。
　1554年もカメリー二は周壁と港の壁の仕事を
指揮し続けるが，1554年から1557年まではピオ
ンビーノに実地調査に赴き，ユ557年には，マッ
サ・ディ・マレンマとバルガ，1558年にはポル
ト・エルコレに赴く。
　多忙なカメリー二に代わって，1558年5月，
ポルトフェッライオの要塞化の仕事にガブリ
オ・セルベッロー二が初登場する。彼はカメリ
ー二の同意を得て大地の正面の仕事を続行する
いっぽうで，ファルコーネ要塞の北側の新しい
正面を計画し着工している。
　1565年2月，すでに着工していた大地の門の
上の宿舎のために，カメリー二は，彼自身が作
成した平面図をカストロカー口（そこにテッ
ラ・デル・ソーレの仕事のために滞在してい
た）からコジモに送る。彼が考えるには，その
ような宿舎は，門の上に位置する大砲の砲座の
ために，広い眺望を邪魔してはならなかった。
コジモ宛書簡で明言するように，彼の平面図に
は「ペンだけで描いた点線がありますが，しか
し黄色い〔水彩の〕部分と屋根は平面から1ブ
ラッチョ〔約60Cm〕高くなってもいけません。」
さらにこの図面の面白いところは，中庭のほか
に「いとも尊き公爵夫人の菜園」が計画されて
いる点である。斜堤の外側の土地が，防衛の邪
魔にならない限りにおいて，菜園を造るために
コジモが私有すべき場所と設定されているので
ある19〕。
4．市内建築
カメリー二が市内に企画した建物は，兵姑的
機能をもつ建物（ステッラ要塞の大公邸，病院，
ビスケットエ場，造船所）と宗教的な建物（大
聖堂，サンテイッシマ・サクラメント教会，サ
ン・フランチェスコ教会）である。
　1549年8月には，ステッラ要塞に「4つの大
部屋〔大公邸〕を造り始め」ている。そして
1558年10月17日，カメリー二は，「ステッラ要
塞の公爵殿の諸室が仕上がろうとしています。
他に方法がなかったのでレンガを敷き詰めるこ
とにいたしますが，どのようにすべきか御下命
くだされば，間にあう限り，そのようにいたす
所存です」とコジモに述べる。その建設作業は
ユ559年も1560年も続いている。結局，大公邸は
17世紀には総督（governatore）の邸宅となり，
18世紀には17世紀初頭のクラウデイオ・コゴラ
ーノの設計に従って拡張される。16世紀の「4
つの大部屋」は，ナポレオン時代の平面図にも
司令官舎の倉庫として描かれている。
　ムリー二の稜優の近くには，長さ40ブラッチ
ョ，幅13ブラッチョの病院の建物が1552年9月
に建設中であり，カメリー二はコジモに「天井
部分を除いてすべて順調に進んでいます。床は
まだレンガが敷かれていません。屋根はすべて
木材です」と報告している。この建物は，19世
紀初頭にいわゆる「ナポレオンの家」に改築さ
れることになる。
　ビスケットエ場は，ガレー船の漕手のために
ビスケットを焼く竃のある兵姑的な意味で重要
な建物である。1559年3月1日に着工し，9月
には穀物倉庫が仕上がって8基の竈が建設中で
ある。1560年1月には，「竈の部分がほぼ完成
し，・…・・竈の前の回廊の建設を残す」のみであ
る。回廊については，2月に「角柱なしに建設
するよう命令が」下される。1560年と1561年も
ビスケットエ場建設の仕事は続いている。16世
紀と18世紀の平面図を比較してみると，両者の
あいだにほとんど違いはない。カメリー二の造
った井戸はいまも中庭に存在しているが，かつ
ての重要性を失った現在のビスケットエ場の建
物は，著しく醜悪なものと化している2ω。
　カメリー二は1561年に造船所のための二棟の
ポルトフェッライオの建都
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建物の設計図を作成する。6月には，「造船所
の穴を掘り，角柱の土台」を造る命令が下され
るが，10月になってもまだ角柱に着手されず，
結局は，資金不足のためであろうが，建設の中
断を強いられる。造船所の完成は，ブオンタレ
ンティの登場を待たねばならない。
　宗教建築では，カメリー二の設計に従って，
すでに1549年に中央の身廊だけをもつ大聖堂が
着工されている。その後，大聖堂は16世紀末，
1699－1700年，1783年と拡張・改築されること
になる。現在の大聖堂は，中央の身廊の両側に
側廊をそなえている。また1551年には，サンテ
イッシマ・サクラメント教会が起工されたこと
が，門の上の銘板に刻まれている21〕。
　都市にとってきわめて重要な建物は，フラン
チェスコ会の修道院と教会堂である。1558年10
月にカメリー二はコジモに次のように報告す
る。「公爵殿が私に委嘱された通りに，サン・
フランチェスコ会の修道院が着手されました。
委嘱通りの場所に穴が掘られ礎石が置かれま
す。15日以内には，慣例通りの儀式をともなっ
て起工の運びになると存じます。」そして12月
になって起工式が挙行され，「聖アンドレアの
祝日の朝，サン・フランチェスコ教会の祭壇に
なる予定のその場所で，荘厳ミサが唱えられま
した。」1559年9月には修道士の宿舎の屋根が
造られ，1560年1月には諸室と厨房が造られて
いるが，大食堂にはまだ屋根がない。
　1561年4月，「時計をビスケットエ場に設置
するか修道院に設置するか」をめぐって，ガレ
ー船の将校と陸軍将校のあいだに意見の対立が
生じる。カメリー二は修道院が適当だと考える
が，コジモに助言を求め，コジモが最終的に修
道院のほうを選んでいる。5月には修道院の客
室が造られ，時計が設置される。1562年10月に
はまだ修道会の教会堂と井戸が建設中である。
　サン・フランチェスコの建築複合体は，完成
後何度も改築されたが，18世紀初頭の略図やら，
1806年にフランス軍の兵舎にされたときの詳細
な測量図やらによって，往時の再現と分析が可
能である。教会堂は長方形の平面プランをもち，
内陣席は半円アーチによって建物の他の部分か
ら区切られている。両側面には，入って左側に
2つの礼拝堂（サンタ・バルバラ礼拝堂，サ
ン・フランチェスコ礼拝堂），右側に1つの礼
拝堂（サンタントニオ礼拝堂）があり，地下に
は地下礼拝室がある。18世紀の図面と19世紀の
図面を比較すると，19世紀にはもはや大祭壇も
なければ，サンタントニオ礼拝堂，サン・フラ
ンチェスコ礼拝堂，サンタ・バルバラ礼拝堂の
各祭壇もない。左の側壁からは「総督が説教を
聴く席」「S．A．R．のピエタの祭壇」，司教の席が
消え，右の側壁からはサンティッシマ・アヌン
ッィアータの祭壇，説教壇，サンテイッシマ・
コンチェッツィオーネの祭壇が消え，入口の壁
からはマドンナ・デリ・アンジョリの祭壇とサ
ン・ジュゼッペの祭壇が消えている。左の側壁
では，サンタ・バルバラ礼拝堂が教会堂の空間
から切り離されて遮蔽され，現在のように，サ
ン・フランチェスコ礼拝堂からサンタ・バルバ
ラ礼拝堂に出入りするようになっている㎜）。
　教会堂のファサードは，門の上に円形の窓が
あるだけのシンプルなものであ乱教会堂の右
側は二階建ての修道院と接している。修道院の
中庭にある角柱の柱頭や持ち送り積みは，大聖
堂のものや，ステッラ要塞の入口の斜路のもの
とよく似ている。中庭の地下には，井戸を囲ん
で貯水槽の役割をする半円筒天井の諸室があ
る。カメリー二は他の軍事技師と同様に洗練さ
れた水力学的教養を身につけており，その教養
はやがてブオンタレンティに引き継がれてゆく
ことになる。
　サン・フランチェスコの建築複合体は，その
後，イタリア王国の軍事技師の手によって，
1859年，1869－70年，1872年に改築されて兵舎
にされた。
皿ブオンタレンティの要塞都市の
　　完成
　1570年にカメリー二が死去した後，ポルトフ
ェッライオはベルナルド・ブオンタレンテイ
ポルトフェッライオの建都
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（1536－1608）の手によって16世紀の姿を完成す
ることになる。1566年には90軒だった家屋も，
1574年には約140軒を数えるまでになる23）。各
種の特権が奏功したかどうかは断定できない
が，船材のための倉庫の数が著しく増加してい
ることから，ブオンタレンティによる「ガレア
ッツェ（ガレアス船）の造船所」の実現に向け
た準備が着々と進んでいることが窺える。
　カメリー二が中断した造船所の建設をブオン
タレンティが再開するにあたって，ブオンタレ
ンティが1571年に最もよく研究し，最も大きな
影響を受けたのはカメリー二の計画案だったに
違いない。そしてそれをピサの造船所にも応用
できるとも考えたに違いない。造船所はその建
設用地もその構造も，おそらくはカメリー二に
よって方向づけられたものである。が，いずれ
にせよ「ガレアッツェの造船所」は，ブオンタ
レンティの設計図に従って，1575年の初頭に，
港の近くの倉庫地区に半円筒アーチの洪廊が平
行して並ぶ二棟の建物として完成する（図4参
図4　作者不詳「ポルトフェッライオの景観」（1688年頃）
出所）∫b姐丘g．154、
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照）。その後，造船所は1693年に再建されるこ
とになるが，ナポレオン時代には倉庫として，
また現在は市場として使用されている24〕。
　ブオンタレンティは風車も建造した。風車は
包囲戦時に要塞都市を充分に機能させるために
は必要不可欠な兵姑的建造物である。風車はす
でに1552年にカメリー二がムリー二（風車）の
稜握に1基建造し，1554年にはコジモがもう数
基建造するように要望していた。カメリー二の
1基の風車は前述の鳥敵図（図3）のなかにも
描かれている。ブオンタレンティはムリー二の
稜優に数基の風車を追加したものと思われる
が，ともあれ17世紀のフェルディナンド・タッ
カ（？）の平面図（図2）にも作者不詳の景観
画（図4）にも，計4基の風車が並んで描かれ
ている。
　ブオンタレンティは都市の防衛機能の改善を
考えて，大地の正面（fronte）の新しいプラン
を企画する。1574年にボナイウート・ロリー二
が大公フランチェスコー世から指令を受けてそ
の仕事を担当するが，彼は気乗り赤しないよう
で，別の拡張案を企画する。それには1575年1
月，大公が反対する。大公の指示内容は，ブオ
ンタレンティの考えと完全に一致するものであ
る。
　ブオンタレンティと大公フランチェスコが考
えるには，新しい大地の正面はカメリー二の造
った大地の正面を完全に包含する形のものでな
ければならない。この奇抜な発想は，アントニ
オ・ダ・サンガッロ・イル・ジョーヴァネがカ
ストロ市のために提出したプラン（それはドメ
ニコ・モラが1567年にコジモー世に献呈した論
文のなかに再録）をブオンタレンティが研究す
るうちに閃いたものに違いない。しかし大地の
図5　作者不詳「ポルトフェッライオの大地の正面の図面」（16世紀末）
鉦　　　　　　　　　　駕
　　　　　　｛令
　　　　／一
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出所）∫b旭五g104．
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正面の計画で衝撃的なのは，サンガッロの発想
を想起したことではなく，むしろその場所の地
形が要求する建築上の必要性を完全に把握して
いたことである。ブオンタレンティは，建築家
として，ときには奇抜な夢想家であるときにも，
つねに建築上機能的な構造を実現してきた。だ
からこそ，彼の大地の正面は，遅ればせではあ
っても，早晩実現せざるを得ない運命にあった
のである。建設は，1575年4月にベルナルド・
プッチー二が指揮官となって実施する25〕。
　ブオンタレンティは1574－75年の大地の正面
の図面のなかで，「外壁を外に拡張し」，前に土
を盛り上げ，「まわりを断崖にする」すなわち
急な斜堤を造ること，を決定している。さらに
彼が記すには，「約100ブラッチョ幅の堀」を造
り，その堀と各稜優のあいだに斜堤を造る。さ
らにその斜堤の土の上に「公爵夫人の庭園」と
書き込みをしている。この「庭園」はカメリー
二の「莱園」の変形である。菜園であれ庭園で
あれ，防衛的射程の視界が開かれている空き地
に定められていることを考えれば，それはやは
り軍事的な意味あいを帯びているのである脆）。
　ブオンタレンティの大地の正面は，次のよう
な部分で構成されている。大地の門のカメリー
二の造った半稜埋の前には，外壁（Cortina）も
しくは障壁（traVerSa）（これら全体でコルナッ
キアの半稜墾を形成する）。ブオンタレンテイ
稜埜（これはパッレ・ディ・ソットの稜壁とカ
ジーノ・ディ・メッツォもしくはパッレ・デ
イ・ソプラの稜塗に二分される）。スパンノッ
キの稜優（のちにヴェネッィアーノの稜優と呼
ばれる）。ファルコーネ要塞を守る半稜優（の
ちにカルチョファイアの稜塗と呼ばれる）。以
上のようなブオンタレンティの正面は，16世紀
末の図面（図5）に正確に再現されている。
1587年6月に「ブオンタレンティ稜握に壁が造
られ，スパンノッキの稜壁には土が盛られた。」
しかし17世紀初頭の図面では，周壁にブオンタ
レンテイ稜壁の表面（facce）と大地の門のカメ
リー二の半稜握の前の障壁（traVerSa）の表面
（facce）が実現しているだけで，完成にはほど
遠い。結局，ブオンタレンティの偉大な精神を
宿す大地の正面は，18世紀になって，いわゆる
アルテージの外壁が造られてようやく完成にこ
ぎつける。
結びにかえて～ヴァザーリの絵画
　理想都市としての要塞都市ポルトフェッライ
オは，ドメニコ・ポッジー二とピエトロ・パオ
ロ・ガレオッティの鋳造したメダルに刻まれ，
あるいはフィレンツェのインノチェンティ捨児
養育院にベルナルディーノ・ポッチェッティが
描いたフレスコ画など，さまざまに描かれてき
た。しかし，ここではジョルジョ・ヴァザーリ
が1557年頃にフィレンツェのパラッツォ・ヴェ
ッキオの「コジモー世の間」に描いたフレスコ
画「ポルトフェッライオの建都」（図6）を紹
介することにしたい。
　この作品には1553年の鳥撤図（図3）の影響
が見られるが，それよりもう少し高い視点をも
っている。そして視点を固定した一点透視図法
ではなく，画中で視点の高度を白由に移動させ
る技法を用いている。そのため鳥賊図（図3）
にカメリー二の平面図（図ユ）を上から張り付
けたようなあんばいである。この技法は，ヴァ
ザーリの「フィレンツェ包囲戦」にも見られる
もので，対象を立体的に把握しようとする苦心
の表れだといえる。だだしこの絵にはいくつか
不正確な部分がある。もちろんブオンタレンテ
ィの仕事を知らないのはよいとしても，例えば，
ファルコーネ要塞とステッラ要塞の形状は著し
くいびつであるし，ファルコーネ要塞にはすで
にあったはずの稜握の築かれた正面と「コント
ラフォッシ」が欠けている。ムリー二の稜壁は
暖昧なためか円周の外に出してごまかしてい
る。しかしそれらを除けば，地形学的にはかな
り正確である。そして何よりもヴァザーリは新
都市建設という祝賀的雰囲気を醸し出すことに
成功している。円形画の額縁には「ANNO
MDXXXXVIII」つまり1548年とある。ヴァザ
ーリはカメリー二の図面も建都の年も熟知して
ポルトフェッライオの建都
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図6　ジョルジョ・ヴァザーリ「ポルトフェッライオの建都」（1557年頃）
出所）〃d丘g136．
いるのである。
　この絵について，ヴァザーリはコジモ」世の
息子のフランチェスコとの架空の対話を記した
『ラジョナメンテイ』という本のなかで以下の
ように解説している。
　ヴァザーリ「この第二の円形画はエルバ島の
ポルトフェッライオで，御父君によって建造さ
れたステッラ要塞とファルコーネ要塞が描かれ
ています。私は，いま現在ある通りのすべての
道路と城壁を遠い視点から描きました。」
　公子「これ以上のできばえはないね。公爵が
ここでご覧になっているのは何の平面図かし
ら。ねえ，教えてよ，何なのか。」
　ヴァザーリ「すべての周壁と要塞の平面図で
す。かの都市の建築家ジョヴァンニ・カメリー
二氏が提出したものです。カメリー二の隣りは，
要塞の長官ルカ・マルティー二と秘書官ロレン
ツォ・パー二の写実的な肖像です。パー二氏は，
ご覧の通り，かの都市をコスモーポリ市と呼ぶ
ことを定めた御父君の作成された契約書を手に
しています。」
　公子「全部うまくできているよ。父上の足元
には保儒モルガンテの写実的な肖像が見える
ね。ほら，あそこの遠いところには，女性を抱
いたネプトゥヌスが，三叉の矛を手にして海の
馬を御しているけれど，いったい何を意味する
の。」
　ヴァザーリ「かの女性は《安全》を意味しま
す。御父君がかの都市を建設されたことにより，
国家と海洋にこのうえない安全をもたらされた
ことを物語っているのです。」η〕
　ポルトフェッライオがサント・ステファノ騎
ポルトフェッライオの建都
Page:15無断転載禁止。　
士団の海軍基地となるのは，この絵が描かれて
から5年ばかり後の1562年のことである。コジ
モー世は海軍創設に先だって，まず海軍基地を
建設したことになる。
　大公フランチェスコー世時代の1581年，ポル
トフェッライオは約150軒の住居に653人の住民
を数え，大公フェルディナンド」世時代の1590
年には，住居数はほぼ同数であるが，住民の数
は1237人に増加する28〕。17世紀には，図4の油
絵からも窺えるように，サント・ステファノ騎
士団のガレー船が多数停泊して「鉄の港」は段
賑を極めることになる。
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